おおさかストップ温暖化賞の審査の進め方について（案）

１　優秀賞
○　前年度からの削減量をもとに事務局で絞り込みをした候補事業者について、下記の審査の基準に基づき、温室効果ガス削減量や実施した対策などの取組み内容を評価し、他の事業者の模範となるものを審査・選考していただく。
（審査の基準）

　[1] 前年度において、温室効果ガスの排出削減を着実に実施していること
　[2] 先進性、効率性、有効性のいずれかに、とりわけ優れた取組みを実施し、確実
　　 な効果をあげていること
①  先進性　－　技術的に新しく、まだ広く普及していない方法を用いた取組み

②　効率性　－　コストパフォーマンスの面で優れた方法を用いた取組み
③  有効性　－　確実な削減効果が得られるうえ汎用性に優れ、他の事業者にも容易に採用可能な取組み

○　具体的には、

　(1)　上記の観点を踏まえて、各委員に、事業者の取組み内容について、ＡＢＣＤの４段階で評価していただく。

　　（Ａ：優れている、Ｂ：良い、Ｃ：普通である、Ｄ：課題がある）

　(2)　各委員の評価を数値化（Ａ：４点、Ｂ：３点、Ｃ：２点、Ｄ：１点）し、

　　 合計点の高いものから選考していただく。
＜参考＞過去の選考実績（件数）は以下のとおり。

	年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度
	平成23年度

	件数
	８件
	９件
	５件
	４件
	６件


※詳細については裏面の「おおさかストップ温暖化賞受賞一覧（H19～H23年度）」を参照
２　知事賞
· 対策計画書の最終年度を迎えた事業者(平成21～23年度を計画期間とする事業者)
について、対策計画書の計画期間内に優秀賞を受賞し、３年間における削減目標の達成状況と取組み内容を総合的に勘案して、選考いただく。
資 料 １








